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◦表紙の “Glistening water,smiling faces and a comfortable town to live. Masaki.”は
　キャッチフレーズの「水きらめき 笑顔あふれる ライフタウン・まさき」です。

表紙
５月 24 日、子育て支援センター
のみんなで松前消防署の見学に
行きました。岡田史子さん、崚

り ょ う ご

吾
くん（2）、菜

な な

那ちゃん（2 カ月）親
子は、水消火器を使っての初期
消火訓練にチャレンジしました。

   家族のきずな　
　 
　

　筒井に住んでいた山内さんファミリー。今年 4月、
中川原に新居を構えました。「小学校が遠くて理瑚
の登下校が少し心配でした。でも理瑚はパパに似
て運動が大好きだから大丈夫かな」と紀子さんは
にっこり。
　スポーツの中でも特にジョギングが好きな克紀さ
ん。今年初めて愛媛マラソンに出場。見事完走し
ました。大会当日の朝、克紀さんには理瑚ちゃんと
紀子さんから思わぬプレゼントがありました。似顔
絵と「パパがんばってね」と応援メッセージが書か
れたメダルでした。　
　「びっくりしました。すごくうれしかった。もちろ
んメダルをかけて走りました。苦しいときはメダル
を握りしめて頑張りました。おかげで汚れちゃって」
と大切にとってあるメダルを見ながら苦笑い。理瑚
ちゃんは紀子さんが風邪で寝込んだときも、励ま
そうと絵を描いてプレゼント。ご夫婦はそんな理瑚
ちゃんを見つめ、「優しい理瑚のまま、何でも挑戦
する子になってくれたら」と微笑んでいました。　
　次回は、克紀さんの後輩、渡部健造さん家族を
ご紹介します。

山内克紀さん  紀子さん  理瑚ちゃん

◦ PROFILE
やまうち・かつのり   会社員。趣味はジョギ   
　ング
やまうち・のりこ　主婦。趣味は写真を撮る
　こと
やまうち・りこ　好きな遊びはパズル、サッ
　カー。好きな食べ物は　イチゴ。3 歳

皆さんから友人知人の家族をリレーで
つないで紹介するコーナーです。お誘
いが来たらぜひ登場してくださいね。
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東
日
本
の
広
い
範
囲
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は

地
震
災
害
の
常
識
を
大
き
く
覆
し
ま
し
た
。

被
災
地
だ
け
で
な
く

日
本
中
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
た
今
こ
そ
、

松
前
の
防
災
力
を

見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に

今
、
一
人
一
人
が
す
べ
き
こ
と
を
考
え
ま
す
。

松前町総合防災訓練で応急救護訓練を行った西高柳自主防災会

守
ら
れ
る
暮
ら
し
か
ら
守
る
暮
ら
し
へ
―

松
前
の
防
災
力
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災
害
と
向
き
合
い

不
安
と
共
に
生
き
る

　

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46

分
。
三
陸
沖
の
深
さ
約
24
キ
ロ
で

発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

０
の
大
地
震
。
建
造
物
の
倒
壊
、

地
す
べ
り
、
液
状
化
な
ど
の
直
接

的
な
被
害
の
ほ
か
、
津
波
、
火
災
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

伴
う
放
射
性
物
質
漏
れ
や
大
規
模

停
電
な
ど
、
広
域
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
後
、
県
は
緊
急
消
防

援
助
隊
１
１
２
人
を
被
災
地
に
派

遣
。
松
前
消
防
署
か
ら
も
中
矢
邦

彦
士
長
と
小
寺
能
康
消
防
士
が
派

遣
さ
れ
、
３
月
14
日
か
ら
21
日
ま

で
、
岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居
町
で

人
命
救
助
と
救
助
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

釜
石
市
で
は
、
４
つ
あ
る
消
防

署
の
う
ち
３
つ
が
津
波
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　
「
残
さ
れ
た
消
防
車
は
１
台
。

救
急
車
も
１
台
。
つ
ま
り
、
大
規

模
災
害
時
に
は
行
政
や
消
防
は
役

に
立
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
大
震
災

を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
声

を
大
に
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
」と
中
矢
士
長
は
言
い
切
り
ま

す
。
小
寺
消
防
士
は
、「
今
回
の
大

震
災
は
『
想
定
外
』の
被
害
を
受

け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
海

地
震
の
場
合
も
『
想
定
外
』が
発

生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

ま
ず
は
、
今
想
定
し
て
い
る
範
囲

で
で
き
る
こ
と
を
実
行
す
べ
き
」

と
話
し
ま
す
。

　

四
国
沖
を
震
源
と
す
る
南
海
地

震
。
国
の
地
震
調
査
委
員
会
の
発

表
に
よ
る
と
、
今
後
30
年
以
内
に

大規模災害の場合には、行政や消防の力
でさえ、あてにならないかもしれません。
「自分の命は自分で守る」。できる訓練、
できる準備をしてください。

松前消防署　中矢邦彦士長

自然災害の発生を防ぐことはできなくて
も、被害を軽減することはできます。何
事も日頃の小さな準備の積み重ね。今、
できることを実行してください。

松前消防署　小寺能康消防士

発
生
す
る
確
率
は
60
％
、
50
年
以

内
で
は
90
％
の
確
率
で
発
生
し
、

そ
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
４
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
南
海
地
震
は
、
東
南
海
地
震

と
同
時
に
発
生
す
る
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
場
合
、
松

前
町
で
は
震
度
６
弱
、
発
生
か
ら

２
時
間
で
第
一
波
の
津
波
が
来
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
が
平
成

14
年
に
発
表
し
た
市
町
別
の
被

害
想
定
で
は
、
町
内
の
死
者
は

１
１
５
人
、
負
傷
者
は
１
１
７
６

人
、
全
壊
す
る
建
物
は
２
５
５
３

棟
、
半
壊
は
４
５
０
２
棟
に
及
び

ま
す
。　

　

高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ

て
い
る
南
海
地
震
。
そ
れ
は
、
明

日
か
も
し
れ
な
い
し
、
今
日
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
発
生
ま
で
、
私
た

ち
は
、
災
害
と
向
き
合
い
、
不
安

と
共
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
私
の
自
宅
は
南
三
陸
町
歌

津
の
伊
里
前
湾
か
ら
内
陸
に

２
㌔
ほ
ど
入
っ
た
川
沿
い
の

地
区
で
す
。

　

大
き
な
揺
れ
が
収
ま
っ
た

後
、
近
所
に
声
を
掛
け
な
が

ら
避
難
所
の
西
光
寺
に
避
難

し
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、
幅

12
㍍
、
深
さ
８
㍍
の
川
を
、

高
さ
20
㍍
く
ら
い
の
大
津
波

が
逆
流
。
自
宅
も
集
落
も
一

気
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く

な
っ
た
兄
の
位
牌
が
見
つ

か
っ
た
の
は
８
㌔
も
離
れ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
区
「
寺
前
グ

ル
ー
プ
」
は
、
12
日
に
防
災

組
織
の
会
議
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
矢
先
の
大
地

震
。
主
人
は
地
震
直
後
、
高

齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
に
行

き
、
車
い
す
の
高
齢
者
を
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
避
難
し

た
と
こ
ろ
へ
津
波
が
。
間
一

髪
で
逃
れ
ま
し
た
。　

　

そ
れ
か
ら
は
近
所
の
施
設

で
１
０
０
人
ほ
ど
の
避
難
所

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
電

気
は
発
電
機
、
ガ
ス
は
プ
ロ

パ
ン
、
水
は
沢
水
を
利
用
。

日
頃
の
訓
練
の
お
か
げ
で
み

ん
な
で
臨
機
応
変
に
対
応
。

支
援
の
手
が
届
く
ま
で
の
４

日
間
は
、
自
分
た
ち
の
分
だ

け
で
な
く
、
千
人
分
の
炊
き

出
し
を
し
て
、
電
気
も
ガ
ス

も
水
も
な
い
他
の
大
き
な
避

難
所
へ
届
け
ま
し
た
。

　

今
は
、
夫
の
出
身
地
で
あ

る
藤
沢
町
の
雇
用
促
進
住
宅

に
近
所
の
仲
間
３
世
帯
と
一

緒
に
越
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
（
藤
沢
町
）
に
来
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
親
切
に
し

て
も
ら
い
、
よ
う
や
く
落
ち

着
い
た
暮
ら
し
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
復
興
を

目
指
し
た
い
で
す
。

日
頃
の
訓
練
を
生
か
し

支
援
し
合
っ
た
避
難
生
活

佐
藤
ふ
く
子
さ
ん（
58
）

宮
城
県
南
三
陸
町
で
被
災

　「
い
づ
が
は
来
っ
と
思
っ

て
だ
っ
た
ど
も
、
ま
さ
か
こ

こ
ま
で
…
…
」

　

な
ぎ
が
良
い
３
月
11
日
。

午
前
中
に
採
っ
た
シ
ュ
ウ
リ

貝
を
誰
に
配
ろ
う
か
考
え
て

い
た
矢
先
の
地
震
で
し
た
。

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
激
し
く
長
い
揺
れ
。
直
感

的
に「
来
る
」と
思
い
ま
し
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
り
、
海
を
見

ま
し
た
。
普
段
の
干
潮
よ
り

多
く
の
潮
が
引
き
、
や
が
て

満
潮
の
よ
う
に
。
鳴
門
海
峡

の
よ
う
な
渦
を
巻
い
た
後
、

海
面
が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
り

ま
し
た
。
岸
壁
の
ク
レ
ー
ン

は
押
し
倒
さ
れ
、
船
は
沈
ん

だ
り
、
ひ
っ
く
り
返
っ
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
波
が
引
か

な
い
う
ち
に
「
ド
ー
ン
」
と

第
２
波
が
来
ま
し
た
。
真
っ

白
く
上
が
る
し
ぶ
き
の
下
か

ら
、
す
ご
い
勢
い
で
押
し
寄

せ
る
津
波
。
自
分
が
い
た
場

所
よ
り
も
高
く
感
じ
、「
逃

げ
ろ
ー
。
駄
目
だ
、
も
っ
と

上
だ
、上
が
れ
、上
が
れ
」と
、

叫
び
な
が
ら
逃
げ
ま
し
た
。

　

逃
げ
る
途
中
、
家
に
居
た

妻
、
娘
や
孫
が
気
に
な
り
ま

し
た
が
、
見
て
い
る
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
。幸
い
家
族
も
、

俺
の
叫
び
声
で
避
難
し
て
い

て
無
事
で
し
た
。
先
人
た
ち

が
伝
え
て
き
た
「
て
ん
で
ん

こ
」
は
こ
の
こ
と
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
「
ま
さ
か
」

と
思
っ
た
は
ず
。
あ
の
日
か

ら
「
ま
さ
か
」
の
油
断
は
捨

て
ま
し
た
。
地
震
が
あ
っ
た

ら
、早
く
高
い
所
に
逃
げ
る
。

俺
に
で
き
る
こ
と
は
こ
の
教

訓
を
う
る
さ
い
ぐ
ら
い
に
言

い
伝
え
る
こ
と
。
先
人
の
教

え
で
自
分
は
今
、
生
き
て
い

る
の
だ
か
ら
。

「
ま
さ
か
」を
捨
て
る

こ
の
教
訓
を
伝
え
て
い
く

早
野
一
弘
さ
ん（
64
）

岩
手
県
田
野
畑
村
で
被
災

震源

守
ら
れ
た
命　

救
わ
れ
た
心

２
万
４
千
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
。

「
想
定
外
」
と
言
わ
れ
る
中
で
、「
想
定
や
訓
練
」
が
生
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
日
頃
か
ら
高
い
意
識
で
備
え
、
助
か
っ
た
２
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

岩
手
県
藤
沢
町
と
岩
手
県
田
野
畑
村
の
協
力
を
得
て
紹
介
。

｟
プ
ロ
ロ
ー
グ
｠

岩手県釜石市鵜住居町で
人命救助活動を行う伊予消防隊

●取材協力　
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松前の防災力、これが精一杯か

備
な
ど
、
ど
の
項
目
に
つ
い

て
も
実
施
し
て
い
る
人
よ
り

も
実
施
し
て
い
な
い
人
の
ほ

う
が
多
く
、
そ
の
う
ち
約
半

数
は
「
必
要
な
の
は
分
か
っ

て
い
る
け
ど
実
施
で
き
て
い

な
い
」状
況
で
す
。

　
結
成
率
１
０
０
％
の

自
主
防
災
組
織
の
現
実

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
自

覚
、
連
帯
感
に
基
づ
き
自
主

的
に
結
成
す
る
「
自
主
防
災

組
織
」。
本
町
は
、
平
成
17

年
度
を
防
災
元
年
と
位
置
づ

け
、
自
治
会
な
ど
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
単
位
と
し

た
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
17

年
の
西
古
泉
を
か
わ
き
り
に

結
成
が
進
み
、
23
年
１
月
に

は
、
大
間
地
区
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
、
結
成
率
は

１
０
０
％
に
。
現
在
、
町
内

全
て
の
地
域
に
自
主
防
災
組

織
が
あ
り
ま
す
。　

　

町
は
、
結
成
さ
れ
た
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
防
災
士
養
成
講
座

を
実
施
す
る
な
ど
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
て

　

高
い
確
率
で
発
生
が
予
想

さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
と
向

き
合
い
、
不
安
と
共
に
生
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
松
前

町
。
そ
の
準
備
は
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
の
防
災
力
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
、
平
成
23

年
１
月
、
松
前
小
学
校
の
保

護
者
を
対
象
に
「
地
域
防
災

力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
結

果
の
一
部
を
見
な
が
ら
「
家

庭
」「
地
域
」「
行
政
」の
取
組

み
の
実
情
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

知
識
は
あ
る
け
れ
ど

不
十
分
な
家
庭
の
防
災
対
策

　

防
災
に
対
す
る
知
識
を
調

査
し
た
結
果
を
見
る
と
、
半

数
以
上
の
人
が
正
解
で
し

た
。
指
定
避
難
場
所
を
知
っ

て
い
た
の
は
79
・
７
％
で
す
。

　

家
庭
で
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
、
家
族
で
避
難
方
法

を
話
し
合
う
の
は
32
・
５
％
。

３
家
族
に
１
家
族
し
か
話
し

合
い
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

家
具
の
固
定
、
非
常
持
ち
出

し
袋
の
準
備
、
非
常
食
の
準

ん
。
必
要
な
の
は
、災
害
時
、

ど
ん
な
状
況
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
訓
練
。
何
度
も
繰

り
返
す
こ
と
で
「
備
え
」を

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
訓
練
は
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
緊
張
感
が
な

く
な
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

い
く
も
の
で
す
。
毎
年
９
月

の
第
１
日
曜
日
に
町
が
行
っ

て
い
る｢

松
前
町
総
合
防
災

訓
練
」も
、
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
、
地
域
住
民
と
の
協
力
体

制
を
つ
く
り
、
防
災
意
識
を

高
め
て
い
ま
す
が
、
自
主
防

災
組
織
ご
と
の
想
定
内
で
の

訓
練
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
訓
練
は

町
全
体
で
必
要
で
す
。
自
主

防
災
組
織
の
活
動
に
つ
い
て

聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
「
参
加

し
た
く
な
い
」と
い
う
人
の

ほ
う
が
多
い
結
果
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
限
ら
れ

た
範
囲
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
す
が
、
関
わ
っ
て
い
る

人
と
関
わ
っ
て
い
な
い
人
の

差
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。

き
ま
し
た
。
各
組
織
に
は
活

動
に
必
要
な
防
災
資
機
材
の

貸
与
も
行
い
ま
し
た
。
各
防

災
組
織
は
、
こ
の
防
災
士
を

中
心
に
避
難
訓
練
、
応
急
救

護
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な

ど
を
実
施
し
、
万
一
へ
の
備

え
を
強
化
。
住
民
同
士
の
連

帯
感
も
築
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
防
災
に
関
す
る

意
見
を
調
査
し
た
結
果
で

は
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
も
の
の
、

66
・
１
％
の
人
が
「
現
在
の

自
主
防
災
組
織
は
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
時
に
有
効
な

活
動
が
で
き
な
い
」と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
▽
組
織
自
体
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
▽
訓
練
・
準
備

不
足
▽
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
大

規
模
災
害
時
に
は
機
能
で
き

な
い
と
思
う
▽
高
齢
者
と
子

ど
も
が
多
く
て
連
携
が
難
し

い
▽
若
い
人
の
参
加
が
少
な

い
―
な
ど
で
す
。

　

実
際
、
多
く
の
自
主
防
災

組
織
か
ら
も
若
い
人
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
。
し
か
し
、
日
中
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

若
い
人
は
仕
事
で
い
ま
せ

災害時の伝言ダイヤルは？

答え  １71
被災地内の家族、親戚、知人
などと安否確認や緊急連絡を
とれるようにする「災害用伝
言ダイヤル」は 171 です。

家庭で防災対策をしてる？

家具の固定

家電の転落・落下防止

家屋の耐震化

非常持ち出し袋の準備

非常食の準備

ポリタンク（水入り）の準備

消火器の設置

東南海・南海地震のような大地震が発生したとしたら不安は？

津波が来るかも

建物が倒壊するかも

火災が起きるかも

避難ルートが破壊されるかも

救助体制はしっかりしているか

停電になるかも

食料不足になるかも

家族は大丈夫か

自主防災組織は必要？

自主防災組織と共に地域の防災
活動に関わってみたい？

0 20 40 60 80 100 （％）

正解  57.5%

大震災による死者の約８
割の原因は？

答え  家具の倒壊、建物の下敷き

過去の大震災の死者のうち、
約 8 割が窒息・圧死によるも
のと言われています。

正解  66.1%

0 20 40 60 80 100 120

あなたの地域の指定避
難場所を知ってる？

▼ 指定避難場所

松前小学校、松前中学校、北伊
予小学校、北伊予中学校、岡田
小学校、伊予高校、健康増進セ
ンター・町民グランド、松前公園

はい  79.7%

いいえ　20.3%

はい  91.8%

いいえ　8.2%

自主防災組織は大規模災害が発
生した時に有効に活動できる？

いいえ  66.1%

はい　23.8%

自主防災組織の活動で参加してみたいのは？

防災に関する講習

災害情報の収集伝達

ハザードマップ作り

火災予防の呼び掛け

避難所の運営

応急手当

救急活動

消火活動
0 20 40 60 80 100

はい  61.5%
いいえ　38.5%

防災に対する知識

災害に対する意識

地域防災に対する意見

地震が起きた時を想定して家族で
避難の方法を話し合う？

話し合わない
　　67.5%

話し合う  
　32.5%

家庭での防災対策

　災害に強い地域をつくるに
は、一人一人が「自分たちの
こと」としてとらえ、行動す
ることが必要です。西高柳自
主防災会は、防災マップを作
成したり、自主防広報を発行
したり、自主防についての講
座を開催したりして、日頃か
ら住民の防災意識を高められ
るよう手掛けています。訓練
は、防災士を中心にプランを
考え、運動会のプログラムの
一つに。300人ほどが参加し
ていますが、まだまだ地域全
体ではありません。特に若い
世代も含めての参加が少ない
のが悩みです。住民の意識を
高め、「自助」「共助」のできる
地域づくりを進めたいです。

毎年訓練を実施　
参加が少ないのが悩み

17.4％ 4.1％ 50.9％ 27.6％

21.1％ 4.4％ 45.4％ 29.1％

39.9％ 3.0％ 29.8％ 27.4％

16.4％ 8.5％ 41.5％ 33.6％

16.1％ 8.3％ 42.7％ 32.9％

6.1％
3.5％ 45.3％ 45.1％

33.3％ 3.1％ 31.4％ 32.2％

26.9％ 47.6％ 23.3％ 2.2％

40.4％ 44.8％ 12.6％ 2.2％

46.0％ 45.1％ 8.1％ 0.7％

26.9％ 54.4％ 17.0％ 1.7％

38.1％ 51.9％ 9.4％ 0.6％

61.7％ 34.1％ 3.9％ 0.4％

62.2％ 34.1％ 3.0％ 0.7％

81.9％ 17.0％ 0.9％ 0.2％

29.0％ 71.0％

80.3％

9.6％ 90.4％

3.4％ 96.6％

29.0％ 71.0％

60.5％ 39.5％

27.2％ 72.8％

28.7％ 71.3％

■している　 ■必要なのは分かっているができていない

■する予定　 ■していない
■かなり不安　 ■やや不安

■あまり不安ではない　 ■全く不安ではない■参加してみたい　 ■参加したくない

19.7％

不正解　42.5%不正解　33.9%無回答　10.1%

※「いいえ」の中には「わからない」も含みます。
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震
度
６
弱
の
激
し
い
揺
れ
に

も
人
的
被
害
を
出
さ
な

か
っ
た
藤
沢
町
。
そ
の
根
本
に

は
、
15
年
５
月
に
発
生
し
た
三

陸
南
地
震
の
教
訓
が
あ
り
ま
す
。

　

三
陸
南
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
藤
沢
町
は
、
地
震
直

後
か
ら
町
内
各
地
で
自
主
防
災

組
織
の
結
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

30
年
以
内
の
発
生
確
率
が
99
％

と
い
わ
れ
る
宮
城
県
沖
を
震
源

と
す
る
大
地
震
に
備
え
る
た
め

で
す
。
同
町
は
町
内
43
の
集
落

ご
と
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
、
自
治
会
に
自
主
防
災
組
織

の
設
置
を
促
し
ま
し
た
。
現
在

自
主
防
の
結
成
率
は
95
・
３
％
。

各
自
主
防
は
、
災
害
想
定
訓
練
、

救
命
講
習
会
な
ど
を
開
い
て

万
一
へ
の
備
え
を
強
化
し
、
災
害

時
の
対
応
を
確
認
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
大
地
震
で
も
自
主

防
の
活
躍
と
住
民
一
人
一
人
の

冷
静
な
行
動
に
よ
り
、一
人
の
犠

牲
者
も
出
さ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
紹
介
し
た
２

人
も
ま
た
、
日
頃
か
ら
の
高
い

意
識
を
持
ち
、
備
え
や
訓
練
を

重
ね
て
き
た
人
た
ち
で
す
。
今
、

私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
、こ
の

大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
行

動
す
る
こ
と
で
、
南
海
地
震
へ

備
え
る
こ
と
で
す
。

　東日本大震災は対岸の火事
ではありません。あらためて
「自分たちの命を守る対策は、
自分たちがやらなければならな
い」と感じています。大地震な
ど同時に、広域的に発生する
大規模災害の場合、隣接する
自主防災組織との相互連携が
被害拡大をくい止めたり、二次
災害を防いだりするカギを握っ
ています。現在、町内各地に
自主防災組織が設置され、そ
れぞれ活動していますが、これ
らを一本にまとめたり、束ねた
りする全町的な組織をつくら
なければならないと思っていま
す。来るべき南海地震に備え、
地区を越えて情報を交換した
り、互いに連携したりしながら、
松前町の防災力を向上させて
いくことが急務です。

自主防災組織の充実と
認識を高揚させたい

いよいよ動き出した松前町の自主防災組織

て
回
っ
て
安
否
を
確
認
。
家
屋
が

損
壊
し
た
り
、不
安
に
お
び
え
た

り
す
る
人
た
ち
を
避
難
所
へ
誘

導
。
だ
が
、
避
難
所
は
強
い
揺
れ

で
損
壊
し
て
お
り
、
想
定
外
の
対

応
を
迫
ら
れ
た
。

　
「
外
は
雪
。
そ
こ
で
隣
家
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
借
り
た
。
自
宅

か
ら
暖
房
器
具
や
毛
布
を
持
ち

込
み
、み
ん
な
で
一
晩
過
ご
し
た
」

　

翌
日
か
ら
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を
開

設
。
電
気
が
復
旧
す
る
ま
で
発

電
機
と
投
光
器
で
明
か
り
を
と

り
、
米
や
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
食

事
を
提
供
し
た
。

　

同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大

規
模
災
害
で
は
、消
防
や
行
政
の

支
援
の
手
が
届
く
ま
で
に
数
日

は
か
か
る
。
そ
れ
ま
で
は
自
力
で

生
き
延
び
る
し
か
な
い
。
藤
沢
町

は
同
自
治
会
だ
け
で
な
く
、町
内

に
41
あ
る
自
主
防
災
組
織
が
行

政
に
代
わ
っ
て
住
民
の
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
を
行
っ
た
。

　
「
自
主
防
は
組
織
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
い
。
大
事
な
こ
と

は
、
災
害
時
に
確
実
に
機
能
す

る
か
ど
う
か
だ
」
と
佐
藤
さ
ん
。

そ
の
前
提
と
し
て
、「
日
頃
か
ら

隣
近
所
や
地
域
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、
地
域
の
和
を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
余
震
を
含

め
震
度
６
弱
を
３
度
観
測
し
た

岩
手
県
藤
沢
町
。
第
24
区
自
治

会
は
藤
沢
町
は
も
と
よ
り
東
北

地
方
を
代
表
す
る
自
主
防
災
組

織
だ
。
同
自
治
会
は
平
成
17
年

に
自
主
防
災
組
織
を
設
置
。
以

来
、今
回
の
災
害
を
想
定
し
た
各

種
訓
練
を
何
度
も
行
っ
て
き
た
。

リ
ア
ル
な
訓
練
は
常
備
消
防
並

み
。
避
難
所
に
集
ま
っ
た
人
を
見

て
、「
あ
な
た
は
救
助
係
」「
あ
な

た
は
炊
き
出
し
係
」と
役
割
を
決

め
る
。
炊
き
出
し
の
メ
ニ
ュ
ー
も
、

そ
の
日
の
天
候
、
時
刻
、
人
数
な

ど
を
把
握
し
て
か
ら
決
め
る
。つ

ま
り
、
全
て
が
シ
ナ
リ
オ
の
な
い

現
在
進
行
形
だ
。

　

同
自
治
会
防
災
リ
ー
ダ
ー
佐

藤
幸
生
さ
ん
は「
災
害
時
に
誰
が

い
る
か
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
。
何

の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
も
対
応

で
き
る
、
そ
れ
が
大
前
提
。
う
ち

で
は
全
員
が
心
肺
蘇
生
法
を
で

き
る
」と
胸
を
張
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
電
気
、ガ

ス
、
水
道
、
電
話
な
ど
全
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。
地

震
発
生
後
、
自
主
防
は
地
域
の
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
を
全

｟
先
進
地
リ
ポ
ー
ト
◉
岩
手
県
藤
沢
町
の
取
り
組
み
｠

災
害
時
に
機
能
す
る
自
主
防

日
常
付
き
合
い
の
濃
さ
が
カ
ギ
握
る

　  大震災の教訓、生かすことが使命

徳島県鳴門市での研修の翌日、兵庫県淡路市を訪
問した統括広報委員

第 24 自治会防災訓練で救助訓練を行う自治会員

　

各
地
区
の
区
長
で
構
成
す
る

統
括
広
報
委
員
会
は
４
月
14
、

15
の
両
日
、
自
主
防
災
連
合
会

の
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
に
徳

島
県
鳴
門
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は「
自
主
防
災
組
織
を

テ
ー
マ
に
し
た
防
災
研
修
を
受

け
た
い
」と
い
う
区
長
の
要
望
を

受
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、21
人
の

区
長
が
同
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

西
村
榮
造
区
長
会
長
は
、

「
テ
ー
マ
と
行
き
先
を
決
め
た
の

は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
前
で

し
た
が
、
直
後
の
研
修
と
な
っ
た

た
だ
け
に
力
が
入
り
ま
し
た
」と

話
し
ま
す
。

　

里
浦
町
自
主
防
災
会
連
合
会

で
は
、
単
位
組
織
の
活
動
と
連

合
会
の
活
動
の
違
い
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。
川
東
地
区
自

主
防
災
会
で
は
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

を
見
学
。
家
具
の
転
倒
防
止
対

策
や
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
使
っ
た
取
り
組
み
な
ど
、
家

庭
で
の
備
え
を
学
び
ま
し
た
。

　

西
村
区
長
会
長
は「
研
修
で
感

じ
た
こ
と
は『
自
ら
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』と
い
う
こ
と
」
と

き
っ
ぱ
り
。「
東
日
本
大
震
災
で

は
、
町
役
場
や
消
防
署
も
津
波

に
の
み
こ
ま
れ
、
行
政
や
消
防
が

機
能
し
な
い
自
治
体
も
あ
っ
た
。

年
一
回
の
総
合
防
災
訓
練
は
町

主
催
。
町
か
ら
言
わ
れ
て
参
加

す
る
自
主
防
で
は
命
を
守
る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
。
私
た
ち
が
自

ら
地
域
に
呼
び
掛
け
る
よ
う
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

そ
れ
が『
自
主
防
災
』。い
ず
れ
は

各
地
域
の
組
織
を
束
ね
る
連
合

会
を
つ
く
り
、
南
海
地
震
に
備

え
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　

５
月
４
日
に
は
、
四
国
電
力

伊
方
原
子
力
発
電
所
を
視
察
。

地
域
の
防
災
意
識
は
日
々
高
ま

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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そ
れ
で
も
松
前
町
で

生
き
て
い
く
た
め
に

東日本大震災後、いざというとき
必要なものを持ち出せるようにま
とめました。避難生活になるかも
しれないし、物資がないかもしれ
ない。自家発電できる電池と、長
男が技術の時間に製作した自家発
電式ラジオを入れています。

神野京子さん　小雪ちゃん
非常持ち出し品を準備しました

ニュースで津波の恐ろしさを知り
ました。松前校区なので津波が心
配になり、家族でどこが本当に安
全な避難場所なのか話し合いまし
た。停電時に自動点灯し、常夜灯
にもなる防災用の LED ライトをリ
ビングに置いています。

武井志摩子さん　七香ちゃん　心那ちゃん

安全な避難場所はどこか考えました

INTERVIEW

家族 3 人でもしもの時どうするか
話しあいました。災害発生時にも
家族が合流できるよう、集まるの
は北伊予小学校の鉄棒前と決めま
した。決めて終わりじゃなくて、
確認の意味も込めて繰り返し話し
ています。

田中宏樹さん　麻紀さん　優寛くん　
家族防災会議をしました

震災前にテレビを購入しました。
電気屋さんに「固定しますか」と
言われたのに、あと 1 年で引越す
からと断ってしまいました。でも、
1 年以内に地震が来ることだって
あると反省。家電や家具を固定す
る予定です。

横林香子さん　さつきちゃん

家電や家具を固定します

INTERVIEW

　

会
社
を
経
営
す
る
田
中
宏
樹
さ
ん

は
、妻
麻
紀
さ
ん
、長
男
優
寛
く
ん
と

３
人
暮
ら
し
。隣
地
に
は
宏
樹
さ
ん
の

両
親
が
住
ん
で
い
ま
す
。「
防
災
は
ま

ず
家
庭
か
ら
」と
言
う
宏
樹
さ
ん
。機

会
あ
る
た
び
に
麻
紀
さ
ん
や
優
寛
く
ん

と
万
一の
行
動
を
確
認
し
合
い
ま
す
。

　
「
人
間
が
最
も
無
防
備
な
の
は
た
ぶ

ん
家
に
い
る
と
き
で
す
。
寝
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。靴
は
も
ち
ろ
ん
脱
い
で

い
ま
す
」

　

そ
ん
な
中
で
大
地
震
が
起
き
れ
ば
、

家
具
や
家
電
は
凶
器
に
な
る
。ま
ず
は

家
中
を
点
検
し
▽
家
具
や
家
電
は
固
定

す
る
▽
廊
下
や
階
段
に
は
物
を
置
か
な

い
▽
地
盤
が
弱
け
れ
ば
補
強
す
る
―
な

ど「
安
全
な
家
づ
く
り
を
心
掛
け
る
こ

と
が
大
事
」と
宏
樹
さ
ん
。麻
紀
さ
ん

は「
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
、大
工
さ
ん
と
相

談
し
て
家
具
を
固
定
し
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
例
え
ば
部
屋
の
模
様
替
え
を
し

な
が
ら
、家
族
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
て
家
具
や
家
電
を
固
定
し
た

い
で
す
。防
災
対
策
は
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
家
事
と
一
緒
」と
言
い
ま
す
。　

　

自
宅
の
隣
に
は
両
親
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。宏
樹
さ
ん
は
、日
中
仕
事
で
自

宅
に
い
ま
せ
ん
。
麻
紀
さ
ん
は
、優
寛

く
ん
の
下
校
ま
で
に
は
仕
事
を
終
え
帰

宅
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、間
に

合
わ
な
い
こ
と
も
。そ
ん
な
時
、下
校

し
た
優
寛
く
ん
は
大
好
き
な
祖
父
母
と

過
ご
す
と
言
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
が
家
。
大
き
な
地
震
が
起
き

た
時
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す

る
。揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
避
難
所

の
北
伊
予
小
学
校
へ
行
く
ん
だ
よ
。お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
も
向
か
う
。集
合

場
所
は
鉄
棒
前
に
し
よ
う
」と
説
明
す

る
宏
樹
さ
ん
に「
う
ん
う
ん
」と
う
な

ず
き
な
が
ら
、マ
ッ
プ
に
見
入
る
優
寛

く
ん
。

　
「
子
ど
も
は
大
き
な
災
害
を
経
験
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

教
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
麻
紀
さ
ん
。３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
見

ま
し
た
。「
激
し
い
揺
れ
、大
津
波
、そ

し
て
原
発
事
故
。目
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
被
害
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。南

海
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
松

前
も
対
岸
の
火
事
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
災
害
の
記
憶
、つ
ま

り
被
災
体
験
は
そ
れ
だ
け
風
化
し
や

す
い
。震
災
直
後
は
日
本
中
が
高
い
防

災
意
識
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
、そ
の
意
識
は
時
間
と
と
も
に

薄
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
し
て
数
十
年
、

数
百
年
に
一
度
の
巨
大
地
震
と
も
な
れ

ば
、風
化
の
速
度
も
速
い
。だ
か
ら
こ

そ
日
頃
か
ら
万
一へ
備
え
る「
忘
災
対

策
」が
重
要
で
す
。被
災
体
験
の
な
い

子
ど
も
た
ち
に
は
、家
族
が
責
任
を
持

っ
て
過
去
の
災
害
を
伝
え
、災
害
時
の

行
動
を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
大
地
震
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。だ
と
す
れ
ば
、大
事
な
こ
と
は
起

き
た
後
に
ど
う
行
動
す
る
か
だ
と
思
い

ま
す
」と
宏
樹
さ
ん
。「
二
次
災
害
を
防

ぐ
た
め
に
、冷
静
な
行
動
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
」と
麻
紀
さ
ん
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
て
電
気

が
つ
か
な
い
、水
が
出
な
い
、電
話
が
つ

な
が
ら
な
く
な
れ
ば
、多
く
の
人
が
お

ろ
お
ろ
し
て
し
ま
い
ま
す
。突
然
発
生

す
る
災
害
に
人
は
多
か
れ
少
な
か
れ
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
り
ま
す
。平
常
時
に
百
の

こ
と
を
総
合
的
に
判
断
で
き
て
も
、同

時
に
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
次
々
と
発
生
す

る
緊
急
時
に
は
、平
常
時
の
何
分
の
一

か
の
判
断
力
し
か
保
て
な
い
こ
と
は
過

去
の
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
対
応
事
例
を

見
て
も
明
ら
か
で
す
。

　

同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大
き
な

災
害
で
は
、行
政
や
消
防
な
ど
支
援
の

手
が
届
く
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、自
力
で
生
き
延
び
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
る
こ
と
、生
き

抜
く
こ
と
、そ
の
た
め
に
備
え
が
あ
り
、

訓
練
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
家
庭
、

職
場
や
地
域
で
災
害
時
の
備
え
を
考

え
た
り
、災
害
時
の
行
動
を
確
認
し
た

り
す
る「
防
災
会
議
」を
定
期
的
に
開

き
ま
し
ょ
う
。大
地
震
を
想
定
し
た
リ

ア
ル
な
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し
ま
し

ょ
う
。こ
う
し
た
地
道
な
備
え
が
あ
っ

て
こ
そ
防
災
体
制
は
機
能
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ

る
家
庭
を
つ
く
り
、次
に
互
い
に
支
え

合
い
、助
け
合
え
る
向
こ
う
三
軒
両
隣

の
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、い

ざ
と
い
う
時
に
確
実
に
機
能
す
る
自
主

防
災
組
織
を
再
構
築
し
ま
し
ょ
う
。行

政
や
消
防
に
守
ら
れ
る
暮
ら
し
か
ら
、

自
分
で
守
る
暮
ら
し
へ
と
変
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

家族で、地域で伝えたい
「忘災」の心

たなかひろき・まき・まさひろ じんのきょうこ・こゆき

よこばやしきょうこ・さつき たけいしまこ・ななか・ここな

防災マップを見ながら、自宅で防災会議をしている
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賢く省エネ①
緑のカーテンコンテスト

賢く省エネ②　太陽光発電システム設置補助

　

こ
の
計
画
は
、「
松
前
町
ご
み

減
量
対
策
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
と

平
成
20
年
８
月
か
ら
協
議
を
重

ね
、
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
目
的
は
、
町
内
の
家
庭

や
事
業
所
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物

の
減
量
化
と
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
：

減
ら
す
、
リ
ユ
ー
ス
：
再
使
用
、

リ
サ
イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）
の
推

進
に
努
め
、
環
境
負
荷
を
で
き
る

限
り
減
ら
す
循
環
型
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
で
す
。

　

計
画
期
間
は
23
年
度
～
37
年
度

ま
で
の
15
年
間
と
し
、
状
況
に
応

じ
て
見
直
し
ま
す
。

計
画
で
は
次
の
３
つ
の
基
本

方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

省エネキャンペーン 2010-11冬　応募結果
節電コースには116 件、ガスの節約コースには 30 件の
応募がありました。応募者の使用量の削減は電気 10，
331kW、ガス110㎥でした。二酸化炭素量に変換すると、
計 4,359㎏の削減効果。これは 311本の杉の木が１年間
に吸収できる二酸化炭素と同じぐらいの量です。

まさきの  ecology  生活

◦
対
象　

　

町
内
で
平
成
23
年
春
以
降
設
置

し
た
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
植
物

に
よ
る「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

◦
締
め
切
り　

　

10
月
７
日（
金
）消
印
有
効

◦
審
査

　

10
月
の
文
化
祭
で
パ
ネ
ル
を
展

示
し
、
来
場
者
の
投
票
で
行
う
。

◦
応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
添
付
の
う
え
、
郵
送
・

メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
持
参

※
応
募
用
紙
は
町
民
課
窓
口
に
あ

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
賞
品　

１
等  

５
０
０
０
円
の
商
品
券
１
本

２
等  

３
０
０
０
円
の
商
品
券
２
本

３
等  

１
０
０
０
円
の
商
品
券
10
本

◦
応
募
先　

〒
７
９
１
―
３
１
９
２

松
前
町
大
字
筒
井
６
３
１　

松
前
町
役
場
町
民
課
生
活
環
境
係

メ
ー
ル　

142seikatsu@
tow

n.m
asaki.

ehim
e.jp

（
容
量
は
１
Ｍ
以
下
ま
で
）  

　

 

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

　

国
が
定
め
る「
住
宅
用
太
陽
光

発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
」

を
受
け
る
人
に
対
し
て
、
町
が
上

乗
せ
補
助
す
る
も
の
で
す
。

◦
対
象
者 （
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人
）

①
自
ら
居
住
す
る
町
内
の
住
宅
に

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
ま

た
は
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
を

購
入
し
た
人

②
平
成
22
年
４
月
26
日
以
降
に
国

の
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の

申
し
込
み
を
行
い
、
そ
の
補
助
金

の
交
付
を
受
け
た
人

③
町
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

◦
補
助
金
額

　

23
年
度
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
申
し
込
み

受
け
付
け
分
…
最
大
出
力
１
ｋ
Ｗ

当
た
り
４
万
８
千
円 

（
上
限
４
ｋ
Ｗ

19
万
２
千
円
）

　

22
年
度
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
申
し
込
み

受
け
付
け
分
…
最
大
出
力
１
ｋ
Ｗ

当
た
り
７
万
円 （
上
限
４
ｋ
Ｗ
28
万
円
）

◦
申
請
期
限　

24
年
３
月
31
日

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

◦
申
請
手
続
き　

　

ま
ず
は
国
へ
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
補
助
金

交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
生
活
環
境
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

◦対象　1節電コース　2ガスの節約コース
　7・8・9 月分のそれぞれの検針票のうち、前年同月
より使用量が節減できたもの
◦応募資格　①町内在住の人　
②家庭用の電気・ガスを使用している人

◦応募方法　検針票の裏 ( コピー可 ) に、郵便番号、
住所、電話番号を書いて、直接持参するか郵送してく
ださい。

◦締め切り　10 月 17 日 ( 月 ) 当日消印有効

◦抽選　10 月下旬  ＊応募は各コース３口まで、当選は１人１回

◦賞品　1 等　10,000 円の商品券１本
　　　　2 等　 5,000 円の商品券 6 本
　　　　3 等 　1,000 円の商品券 70 本
◦結果発表   当選者には、検針票の名義人宛に郵
送でお知らせします。
◦応募先　〒 791-3192　松前町大字筒井 631　
松前町役場町民課生活環境係　☎ 985‒4117

計画家庭系ごみ量

単位
実績量 計　画　量

H21 H27 H32 H37
人口 人 31,450 32,100 32,500 32,800

原単位 g/ 人・日 704 680 660 640
年間量 ｔ / 年 8,085 7,967 7,829 7,662

家庭系ごみ量は５カ年毎に 20 グラム削減を目指します。

計画事業系ごみ量

単位
実績量 計　画　量

H21 H27 H32 H37
年間量 ｔ / 年 3,641 3,276 2,948 2,653

事業者の排出を抑制する取り組みを推進し、５カ年毎に
10％削減を目指します。

事業所から出る一般廃棄物（可燃ご
み）の袋は、ごみの減量化と危険物混入
防止のため、平成 23 年８月１日から「無
色透明」に統一します（袋は市販のもの
をご利用ください）。事業系一般廃棄物
はごみステーションに出せません。

■事業系一般廃棄物（可燃ごみ）処分方法
① 町の一般廃棄物収集運搬許可業者と事
業者が収集運搬契約をし、事業系可燃ごみ
として無色透明の袋で出す

②事業所が自ら焼却場（伊予地区清掃セン
ター）に持ち込み処分する
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問
町
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み
対
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係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

8/1 から事業系ごみ袋の色を
「無色透明」に統一

問町民課ごみ対策係　☎ 985‒4117

＊省エネにどのように取り組まれたか、差し支えなければ事例も書
いてください。
＊応募いただいた検針票は返却しません。
＊取得した個人情報は、抽選、当選発表だけに使用します。

＊転入・転居などで前年の実績がない場合は対象外
＊ガスの検針票で前年同月使用量の記載がない場合は、前年同月
の検針票を添付

循
環
型
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定

計画総ごみ量

単位
実績量 計　画　量

H21 H27 H32 H37
年間量 ｔ / 年 11,726 11,243 10,777 10,315

省エネキャンペーン  2011 夏

■ごみ削減目標
21 年度と比較して…

・家庭系ごみを 423 トン削減し、１人１日当
たり 640 グラム以下、リサイクル率 30％に

・事業系ごみは 988 トン削減

・全体では 1,411トン削減

1
ご
み
の
発
生
抑
制
と
資

源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
充
実

2
環
境
負
荷
の
少
な
い
循

環
型
の
処
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築

3
環
境
教
育
の
推
進
と
住

民
、
事
業
者
、
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

取
組
み
の
推
進
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◉定期予防接種    

予防接種名 対象者 標準的な接種期間 回数（間隔）

三種混合
（ジフテリア・百日せき・破 傷 風）

１期初回
生後 3 カ月～ 90 カ月未満

生後 3 カ月～ 12 カ月未満 3 回（20～56日）

１期追加 生後 12 カ月～ 18 カ月未満 1 回
二種混合

（ジフテリア・破 傷 風）
２ 期 11 歳～ 13 歳未満 11 歳 1 回

麻しん風しん混合（MR）
麻しん
風しん

１ 期 1 歳～ 2 歳未満 左に同じ

※ 3 期 ･4 期 は、20 年 度 から 5
年間の措置です。1 期・2 期の
対象となるお子さんは該当しま
せん。

1 回

２ 期 5 歳～ 7 歳未満で小学校
就学前 1 年間 1 回

３ 期 13 歳になる年度 1 回

４ 期 18 歳になる年度 1 回

乾燥細胞培養
日本脳炎　

１期初回
生後６カ月～ 90 カ月未満

3 歳 2 回 （6 ～ 28 日）

１期追加 4 歳（1 期初回接種後 1 年おいて） 1 回

 2 期 9 歳～ 13 歳未満　 9 歳 1 回

ＢＣＧ 生後 6 カ月未満 生後 6 カ月未満 1 回

ポリオ 生後 3 カ月～ 90 カ月未満 生後 3 カ月～ 18 カ月未満 2 回（41日以上）

子どもの予防接種 ◉町は、子どもの定期予防接種、接種費用助成事業を実施
しています。医療機関に事前に予約して、個別に接種してく
ださい。

Health management       

成人歯科健診
まっさき！歯ッピー☆スマイル健診

　皆さんの歯と歯ぐきは健康ですか？虫歯や歯周病は自
覚症状が出たときには症状が進行していることが多い「生
活習慣病」です。日ごろのケアを忘れずに、自覚症状が
なくても年１回は、歯科健診を受けましょう。　

◉受診期間　　平成 23 年６月１日～24 年１月３１日
◉対象者　　　松前町に住民登録のある 40 歳以上の人
　　　　　　　（1 人につき年１回限り）
◉内容　　　　虫歯・喪失歯の状況、歯周病スクリー二
　　　　　　　ング検査（簡易な歯周ポケットの検査）、
　　　　　　　歯列・顎

あご

関節・粘膜疾患・入れ歯の状態、
　　　　　　　口腔清掃状態　
◉利用方法　　まずは健康課保健センター係へ手続きに
　　　　　　　お越しください。受診券と問診票をお渡
　　　　　　　しします。その後、歯科健診協力医院で
　　　　　　　歯科健診の予約を取って、受診の際に窓
　　　　　　　口に受診券などを提出してください。
◉個人負担　　５００円　
　　　　　　　※歯科健診協力医院受診時に必要。
　　　　　　　（訪問の場合は交通費として別途５００円
　　　　　　　必要）

◉町内の成人歯科健診協力医院

医療機関名 電話番号

おかだ歯科クリニック ９８４－８２１４

かまくら歯科クリニック ９８４－０００２

かまだ歯科 ９８４－８８８６

古城歯科医院 ９８４－４７５５

これさわ歯科医院 ９８５－３１９１

さたけ歯科 ９８５－３０６３

塩﨑歯科医院 ９８４－１３２５

清水歯科医院 ９８５－１１８３

すまいる総合歯科クリニック ９８９－１１８２

武西歯科医院 ９８４－６４８０

なかむら歯科 ９８５－３８８２

西本歯科医院 ９８５－０２２２

福桝歯科医院 ９８４－０６４８

升田歯科 ９８４－０００５

歯周病が心臓病を起こす危険性を高めるな
ど、お口の健康はからだの健康に影響を及ぼ
します。よく噛んで食べることで、体にいい効
果がうまれます。

問健康課保健センター係 　☎ ９８５－４１１８

column

　　　　肥満防止になる

　しっかり噛んで食べると、脳が満腹感を感
じやすく、肥満防止につながります。

お口の健康＝体の健康

　　　　脳が活性化する

　噛むことによる筋肉の動きが、脳への血流
をよくし、脳細胞の活動を活発にします。

　　　　消化吸収がよくなる

　歯が健康であればよく噛むことができ、食
べ物が細かくなるので、胃腸の負担が減りま
す。

◉町内の接種委託医療機関

医療機関名 所在地 電話番号
定期予防接種 任意接種

三種

二種
ＭＲ 麻しん 風しん

日本

脳炎
ＢＣＧ ポリオ

子宮

頸がん
ヒブ

小児用
肺炎
球菌

おち内科循環器科 大溝 508-12 960-3620 ○ ○ ○ ○ ○
おひさまファミリークリニック 筒井 399-1 984-0088 ○ ○ ○ ○ ○ ○
梶原クリニック 出作 1-1 960-3197 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
木口内科 西高柳 110-1 984-3729 ○ ○ ○ ○ ○
しげかわ産婦人科 恵久美 804-1 960-3500 ○ ○ ○ ○ ○
しのざき医院 西高柳 246-4 985-2000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高瀬内科胃腸科 出作 539-1 984-8980 ○ ○ ○ ○ ○
たけだ内科クリニック 筒井 947-7 985-0003 ○ ○ ○ ○ ○
武智ひ尿器科・内科 恵久美 711 960-3555 ○ ○ ○ ○ ○ ○
友澤外科 北黒田 173-1 985-0511 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
松前病院 筒井 1592 984-1300 ○ ○
松野内科クリニック 大間 166-1 961-6677 ○ ○ ○ ○ ○
むかいだ小児科 恵久美 792-1 985-0115 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　他市町の医療機関や予防接種、助成事業に関する詳しい内容については、お問い合わせください。

◉ワクチン接種費用助成事業（任意接種）
　子宮頸がん（対象：中学 1 年生～高校 1 年生相当年齢の女性。高校 2 年生相当年齢の女性で、平成 23 年 9 月 30 日まで
に本事業で 1 回目の接種をした人も助成の対象）、ヒブ（生後 2 カ月～ 5 歳未満）、小児用肺炎球菌（生後 2 カ月～ 5 歳未満）
ワクチンの接種を全額助成します（24 年 3 月 31 日まで）。これらは、本人（保護者）の意思に基づく任意の接種です。
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Monthly   Topics

享保の飢
き き ん

饉の際、後世に麦種を残すため、自ら
の命を犠牲にした義農作兵衛（1688-1732 年）の
遺徳をしのぶ義農祭は 4 月 23 日、義農公園で開
かれました。
　式典では、白石勝也町長が「東日本大震災にお
ける日本全国・世界各国に広がる支援の輪につい
て、自分のことより、人のため社会のためにという、
崇高で人を思いやる義農精神の大切さと偉大さを
実感した」と述べた後、参列者が献花を行いました。
　震災に配慮して、毎年恒例の演芸は実施されな
かったものの、午前と午後にそれぞれ行った餅の
配布には長い行列ができ、会場内に設置した募金
箱には多くの義援金が寄せられました。
　また、町内をはじめ伊予市や砥部町の海産物や
野菜などを即売する「ふるさと市」が行われ、あ
いにくの天候にもかかわらず、大勢の人でにぎわい
ました。

　2011 明るい人権の町づくり大会は 5月14 日、
「守ろう人権　なくそう差別」の大会テーマの

もと、松前総合文化センターで開催され、約
600 人が参加しました。
　人権啓発劇では、岡田中学校２・３年生 13
人が、いじめに対する正しい理解を深めていく
クラスの様子を描いた「エスパー未来」を熱演
しました。
　生徒たちは劇を通して、お互いを尊重するこ
との大切さを呼び掛けました。
　記念講演では、中国残留孤児二世でフリー
ライターである城戸久枝さんが、「あの戦争か
ら遠く離れて」（NHK 土曜ドラマ「遥かなる絆」
の原作本）と題して自身と父親（城戸幹氏）の
体験を赤裸々に語りました。
　中国残留孤児だった父がどうして孤児にな
り、どのように中国で育ったのかー
　そのルーツをたどるために、城戸さんは 21
歳で中国へ留学し、父親とかかわった人たち
に会いに行きました。そんな城戸さん自身の
体験を通じ、「戦争とは何か」を強く参加者に
訴えました。

作兵衛翁の遺徳をしのんで
平成 23 年度　義農祭

差別のない社会を目指して
明るい人権の町づくり大会

1祭壇に献花
2餅の配布には午前午後とも長蛇
の列ができた1

2

1岡田中学校の生徒による人権啓発劇
　「エスパー未来」
2ご自身と父親の体験を赤裸々に語る城戸さんの
講演に胸を打たれた

1

2

◆１次試験　

7月24日㊐　10 時～

役場または松前総合文化センター

◆共通受験資格
①日本国籍を有する人

② 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第　　 

16 条各号のいずれにも該当しない人

◆申込期間　㊏・㊐を除く8 時 30 分～ 17 時 15 分

６月１0日㊎～６月23日㊍

（郵送の場合は 6 月 23 日の消印有効）

　　　　　　　　　　平成 24 年度採用　
松前町職員を
募集します
◆申込書交付場所
　申込書は町ホームページからダウンロード

できるほか、総務課で配布します。郵便で請

求する場合は、必ず封筒の表に受験したい試

験区分（「上級事務請求」、「保育士請求」）を

朱書きし、長形３号サイズの返信用封筒（90

円切手を貼り、あて先を明記したもの）を同

封して総務課へ送ってください。

◆申し込み方法
　申込書と受験票用写真１枚（申込書と同じ

もの）を総務課へ提出してください。

※写真…３カ月以内に撮影したもので、パス

ポート申請用のものと同規格（縦 45㎜、横

35㎜）

　郵便で申し込む場合は、封筒の表に「受験」

と朱書きし、長形３号サイズの返信用封筒（80

円切手を貼り、あて先を明記したもの）を同

封して簡易書留で送ってください。

※ホームページからは申し込みできません。

◆受験票の交付
　申し込み受け付け後受験票を交付します。

郵送で申し込んだ人は、７月1 日（金）まで

に受験票が届かない場合は、お問い合わせく

ださい。

問総務課職員係　☎ 985-4113

試験区分 上級事務 保 育 士

採用予定数 2 人程度 2 人程度

受験資格

昭和 53 年４月２日
～平成 2 年４月１
日生まれの人

■昭和 53 年４月２
日～平成 4 年４月１
日生まれの人
■保育士資格取得
者または平成 24 年
３月末日までに取得
見込みの人

１次試験

教養試験
（大学卒業程度）

専門試験
（行政）

事務適性検査
一般性格診断検査

教養試験
（短大卒業程度）

専門試験
（保育士）

事務適性検査
一般性格診断検査

２次試験 口述試験・作文試験
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稚魚よ大きく育て

　重信川右岸の出合橋のたもとで、アユの稚魚が
放流されました。
　この日放たれたのは高知県産の体長約 10 セン
チほどの稚アユ、約 6,000 匹。毎年この時期に、 
重信川漁協（本多義雄組合長）が放流しているも
のです。
　その後、中川原のひょこたん池公園にも放流さ
れました。

まちのわだい
masaki's town news

大きなお芋が育つといいね

　小富士保育所（重川千恵美所長、園児 70 人）園児は、
伊予高校の女子生徒と一緒に芋づるを植えました。
　太陽がサンサンと輝くこの日、園児たちは畦道に足
をとられないようにお姉さんと手をつなぎながら畑へ。
お姉さんに教えてもらいながら種芋を丁寧に植えまし
た。「大きくなりますように」とたくさんお祈りをして、
お水もたくさんあげました。「秋にお芋をとりにこよう
ね」と仲良くなったお姉さんと約束していました。

▼ 5月19日

▼ 5月13日

歩いて遊んで楽しい 1 日

　松前町レクリエーション協会の「ウォークラリ―
2011」は、松前公園で開かれました。
　この活動は、全国一斉あそびの日キャンペーンの
一つとして行われたもので、幼児から大人まで 125
人が参加しました。
　参加者たちは、グループに分かれ、目隠しウォー
クや句碑巡りをした後、けん玉などのゲームを楽し
んでいました。

▼ 5月15日

松前町から交通事故をなくそう

　春の全国交通安全運動の一つとして、伊予交通
安全協会などの交通安全関係団体、伊予高校、伊
予警察署、町は、エミフル MASAKI で交通安全啓
発運動を実施しました。　
　交通安全関係団体は自転車の点検とタイヤライ
トや反射シールの装着を行い、伊予高校生は、声
を掛けながら交通安全グッズを配布。買物客らに
交通安全を呼び掛けていました。

▼ 5月16日

北川原春祭り　子ども相撲大会

　北川原の「春祭り」は、沖神社で開かれ、地元の
子どもから大人まで大勢の人でにぎわいました。
　神社では、朝から愛護部によるバザーやくじ引き
などがありました。毎年恒例の子ども相撲では、子
どもたちのかわいい元気な取組に、見守る観客から
大きな歓声や拍手が送られていました。
　相撲の後には、小学 1 年生と中学 3 年生によるも
ち撒きも行われ、会場には笑顔があふれていました。

こいのぼり集会

黒田保育所（谷口恵子所長、園児 65 人）のこ
いのぼり集会は、園庭で行われ、園児が祖父母と
一緒に交流しました。

まず、園児たちは祖父母と一緒に手づくりの
こいのぼりを作りました。できたこいのぼりは
ロープにくくりつけて記念撮影。その後は、こい
のぼりのうたをうたったり、リレーをしたりして、
楽しく交流を深めていました。

▼ 5月9日

▼ 5月3日

今年も盛大に　松前港まつり

　５月のさわやかな青空のもと、瀧姫神社周辺で、
松前港祭りが開催されました。
　鮮魚や鯛めしの販売、マグロの解体ショーなど
が行われ、会場には大勢の家族連れが訪れました。
　特設の水槽で行われた魚のつかみどりに参加し
た子どもたちは、ぬれることも気にせず、歓声をあ
げながらタイやヒラメなどを元気に追いかけていま
した。

▼ 5月3日

徳丸の長寿者を祝う「尚歯会」

徳丸地区の「尚歯会」は、徳丸老人憩いの家で
行われ、75 歳以上の長寿者 188 人のうち、64 人
が出席しました。尚歯会とは、高齢者を敬う（敬老）
会のことで、徳丸地区では大正 2 年に始められ、
今年で 99 回目を迎えました。

参加者は、婦人会手づくりの料理を囲んでの会
食、余興、友人とのおしゃべりを楽しみながら、楽
しい時間を過ごしていました。

▼ 5月8日
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ

の
防
止
や
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が

省
け
る
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
が
お
す
す
め
で
す
。
な
お
、
過

去
の
未
払
い
分
に
つ
い
て
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
口
座
振
替
》

▼
申
し
込
み
方
法

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
通
帳
、

金
融
機
関
の
届
出
印
を
持
参
し
、
金
融

機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
日
は
翌
月
末
で
す
。

※
口
座
振
替
で
「
早
割
」（
当
月
末
振
替

の
口
座
振
替
）を
選
択
す
る
と
、
毎
月

の
保
険
料
が
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

《
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
》

▼
申
し
込
み
方
法

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
参
し
、
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
ら
な
い
カ
ー
ド
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
カ
ー
ド
発
行
会
社
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
保
険
料
立

替
払
い
は
当
月
末
で
す（
割
引
額
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

問
町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
６

　

松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
９
２
５
―
５
１
７
５

て
い
る
人（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

で
65
歳
以
上
）は
、
８
月
で
仮
徴
収
が

終
了
し
、
10
月
か
ら
本
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。
対
象
者
に
は
６
月
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
税
務
課
町
民
税
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
０

◉
65
歳
に
な
る
人

　

本
年
度
65
歳
に
な
る
年
金
受
給
者

（
昭
和
20
年
４
月
２
日
～
21
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）は
、
10
月
の

年
金
支
給
分
か
ら
、
町
県
民
税
が
年
金

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

◉
65
歳
以
上
の
人

　

す
で
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
で
納
め

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
へ

町
県
民
税
の
納
税
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

蛇口から  あふれるぼくらの  夢・未来
6 月 1 日～７日　
水道週間
水を大切に
◉歯磨き　水を流したまま磨くと 30 秒間で約 6 リットルの水を使い
ます。コップにくめば約 0.6 リットルですみます。
◉洗濯　お風呂の残り湯を使いましょう。温かい水なら洗浄効果も高
まります。残り湯は、庭木の水やりや、まき水にも利用できます。
◉洗車　ホースを使って洗車した場合、20 分で約 240 リットルの水を
使います。バケツにくめば約 30 リットルですみます。
漏水していませんか
使用水量が多いと思ったら、漏水しているかもしれません。次のよう
に調べてみましょう。
① 家の蛇口を全部閉める。②水道メーターのパイロット（銀色の丸い
もの）が回ってないか確認。パイロットが少しでも回っていたら漏水の
疑いがあります。漏水修理は町指定給水装置工事事業者か修理セン
ター（☎ 984‒6569）へ依頼してください。

問上下水道課　（料金に関すること）　☎ 985-4133
　　　　　        （工事に関すること）　☎ 985-4229

水は限りある資源です。毎日の暮らしの中で水
の使い方に無駄がないか見直してみましょう。

◉
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

母
子
家
庭
に
対
し
て
医
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
母
子
家
庭
の
母
と
児
童

②
準
母
子
家
庭
の
祖
母
と
孫
ま
た
は
姉

と
弟
妹

③
父
母
の
な
い
児
童

※
児
童
…
20
歳
未
満
で
就
職
し
て
い
な

い
人

▼
対
象
除
外

①
前
年（
１
～
６
月
申
請
分
に
つ
い
て

は
前
々
年
）に
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
家
庭

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
家
庭

問
福
祉
課
児
童
福
祉
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
４

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
６
月
30
日（
木
）で
す
。
受
給
者
に

は
６
月
中
旬
ま
で
に
案
内
文
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
助
成
を
希
望

す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

重
度
心
身
障
が
い
者
に
対
し
て
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者（
次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

②
療
育
手
帳（
程
度
に
よ
る
）

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
～
６
級
と
療

育
手
帳（
程
度
に
よ
る
）の
両
方

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
２

更
新
を
行
い
ま
す       

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

   

○
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

　2012 成人式の企画・運営をする実
行委員を募集します。  
◉募集人員　15 人程度
◉応募資格　松前町に住民登録または
外国人登録のある平成 3 年４月２日～ 4
年４月１日生まれの人で実行委員会と当日

（24 年 1 月 8 日）に出席できる人
◉活動期間　23 年 7 月下旬～当日
※月１回程度、実行委員会を開催します
◉活動内容　イベントの企画、運営、司
会進行、記念品の選定など
◉申し込み方法
　電話か FAX で住所・氏名・電話番号を
６月 24 日㈮までにお知らせください。　
◉申込先　社会教育課生涯学習係　
　☎ 985‒4135　 FAX985‒4149 

2012 成人式

実行委員募集

平成 23 年４月１日から、児童扶養手当
額と障害基礎年金の子加算額を比較して、
どちらか多い方を受給できるようになりま
した。受給には、他にも要件があり申請が
必要です。申請する人は事前にお問い合わ
せください。
問福祉課児童福祉係　☎ 985‒4114

　県教育委員会は、発育や発達に不安のあ
る子どもの保護者を対象に養育や教育の相
談活動を実施しています。
日時　６月29日（水）・30日（木）
会場　愛媛県総合社会福祉会館
申し込み　在籍する幼稚園、保育所、小・中
学校または学校教育課へ所定の用紙（提出先
にあり）を提出してください。
問学校教育課学校教育係　☎ 985‒4134

子ども支援教育相談

児童扶養手当と障害年金の
子の加算の取り扱いが変更に

News　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   News

郷土を美しくする清掃

７月７日木　14 時～
　　　　　　　　（雨天中止）

塩屋海岸、北黒田・新立海岸、義農公園、国道 56 号
県道、福徳泉公園、町民グランド、松前公園

問町民課ごみ対策係　☎ 985-4117

　昭和 45 年から続いている「郷土を美しくする清掃」
は、本年で 42 回目を迎えます。
　町内の海岸、公園、道路などにあるごみ、空き缶、
雑草などを取り除く清掃活動を、本年も一斉に実施し
ます。皆さんの近所や事業所の周りもあわせて清掃し、
私たちの町を私たちの手で美しくしましょう。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

▼
業
務
内
容　

体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
学
習
活
動
、
児
童
の
生
活
指
導
な

ど▼
募
集
人
員　

６
人
程
度

▼
年
齢
要
件
　
18
歳
以
上
70
歳
未
満 

（
昭
和
16
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

▼
任
用
期
間 

23
年
７
月
21
日
～
24
年

３
月
31
日

▼
勤
務
日
・
勤
務
時
間 

①
夏
、
冬
、
春
休
み　

②
振
替
休
業
日

（
年
に
数
回
）　

③
そ
の
他（
児
童
ク
ラ

ブ
指
導
員
と
相
談
）　

８
時
30
分
～
18

時
の
午
前
午
後
シ
フ
ト
制

▼
免
許
・
資
格
な
ど　

高
等
学
校
か
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
、
児
童
の
育
成

及
び
指
導
に
熱
意
を
も
っ
て
い
る
人

☆
教
諭
、
保
育
士
の
有
資
格
者
歓
迎

▼
報
酬　

時
給　

８
６
４
円

▼
任
用
決
定　

面
接

▼
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
で
可
）と
資
格
証
の
あ
る
人
は
そ

の
写
し
を
福
祉
課
児
童
福
祉
係
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

６
月
27
日（
月
）

▼
面
接
日　

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

▼
面
接
場
所　

役
場
庁
舎

問
福
祉
課
児
童
福
祉
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
４

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼
入
居
申
し
込
み
資
格

　

次
の
❶
～
❾
の
条
件
を
全
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

❶
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
こ
と

❷ 

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
人
や
近
く
婚
約
す
る
婚
約
者
を

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。
家
族
を
故
意
ま

た
は
不
自
然
に
分
割
や
合
併
す
る
世
帯

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
単

身
入
居
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

▽
60
歳
以
上（
経
過
措
置
あ
り
）
の
人

▽
身
体
障
が
い
者（
１
～
４
級
）▽
生
活

保
護
受
給
者
な
ど

❸ 

入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
員
の
収
入

合
計
額
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
内

で
あ
る
こ
と

❹ 

現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
こ
と

❺
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

❻
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

❼ 

町
営
住
宅
の
明
け
渡
し
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
が
な
い
こ
と

❽
契
約
時
に
当
初
家
賃
２
カ
月
分
の
敷

金
を
納
め
ら
れ
る
こ
と

❾
入
居
契
約
時
に
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
連
帯
保
証
人（
２
人
）が
連
署
で

き
る
こ
と

▽
町
内
に
住
所
の
あ
る
人
▽
連
帯
保
証

人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
世
帯
の
人
で
あ
る
こ

と
▽
入
居
決
定
者
と
同
程
度
以
上
の
収

入
が
あ
る
こ
と

▼
家
賃　

毎
年
度
、
入
居
者
の
所
得
状

況
な
ど
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

▼
申
込
書
の
交
付
・
受
付
期
間

　

６
月
１
日（
水
）
～
６
月
15
日（
水
）

※
申
込
書
に
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
の

写
し
、
平
成
21
年
度（
平
成
20
年
中
の

所
得
）の
所
得
証
明
書
と
地
方
税
な
ど

の
完
納
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
町
営
住
宅
係

☎
９
８
５
―
４
１
２
２

募集住宅名 階層 部屋数 浴室 トイレ 共益費

江川住宅 418 号 ２階 ３ＤＫ あり 水洗 2,000 円 / 月

平松住宅 147 号 ３階 ２ＤＫ なし 水洗 あり

堅田住宅 1-4 号 １・2 階 ２ＤＫ あり（狭い） 汲取り なし

堅田住宅 1-17 号 1・２階 ２ＤＫ あり（狭い） 汲取り なし

※堅田住宅 1-4 号は、リフォームが完成する 8 月 1 日以降の入居となります。
※江川住宅、堅田住宅の浴槽・給湯設備などは入居者負担となります。
※平松住宅、堅田住宅のテレビ用アンテナは、入居者負担となります。
※駐車場はありません。

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
・
除
去
費
用
を
助
成
し
ま
す

民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

調
査
と
除
去
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
ま
た
は
除
去

を
行
う
住
宅
ま
た
は
建
築
物
の
所
有
者

・
対
象
建
築
物
に
つ
い
て
、
国
や
地
方

公
共
団
体
な
ど
か
ら
同
様
の
補
助
金
を

受
け
て
い
な
い
人

▼
補
助
金
額

・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
…
１
棟
に
つ

き
25
万
円
を
限
度
（
１
検
体
あ
た
り
約

８
万
円
、
１
棟
あ
た
り
25
万
円
）

※
ア
ス
ベ
ス
ト
有
の
判
定
だ
っ
た
場

合
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量
調
査
を
行
う

こ
と
。

・
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
…
補
助
対
象
経

費
に
３
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額

（
１
０
０
万
円
を
限
度
）

▼
分
析
調
査
補
助
件
数

・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
…
約
３
検
体

（
予
定
・
先
着
順
）

・
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
…
１
件
（
先
着
順
）

▼
申
請
期
限　

　

平
成
23
年
12
月
28
日（
水
）

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
生
活
環
境
係

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

環境のため、子どもたちのため

しない、させない、不法投棄

河川などへの不法投棄が続発していま
す。不法投棄は環境悪化を招き、子ども
たちに正しいマナーが育ちません。不法
投棄をしない意識や環境をつくりましょ
う。不法投棄は法律で禁じられています。
不法投棄ごみを発見したとき、投棄現場
を目撃したときは、町民課ごみ対策係（☎
985-4117）にご連絡ください。

日　時 場　所
6 月  7 日㊋　  10 時～ 14 時 東公民館
6 月   8 日㊌　  10 時～ 14 時 北公民館
6 月   9 日㊍　  10 時～ 14 時 西公民館
6 月 10 日㊎  　10 時～ 15 時 松前町役場

種類 ひょう量 
( 最大計量値 )

手数料 
(1 個あたり )

電気式はかり

100kg 以下
(1/10,000 以上 )
(1/10,000 未満 )

 
1,400 円 
2,800 円

250kg 以下 
500kg 以下 
　　1t 以下

1,800 円 
2,200 円
3,100 円

棒はかり
直線目盛はかり 250 円

その他の
手動式はかり

100kg 以下 
250kg 以下 
500kg 以下

500 円 
900 円

1,500 円

はかりを取引または証明に使用する人は、計
量法により２年に１度の定期検査が義務付けら
れています。定期検査を必ず受験してください。

計量器定期検査

※高精度のはかりの場合、手数料が 2 倍になる場合あり

問産業課商工水産観光係　☎ 985-4120
　愛媛県計量検定所　　　　☎ 947-4001

News　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   News

B
に
該
当
す
る
人　

個
室
の
居
住
費（
滞
在
費
）の
全
額

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

　

介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入
所
・
入
院

し
て
い
る
人
や
、
短
期
入
所
を
利
用
す

る
人
の
食
費
や
居
住
費（
滞
在
費
）の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

❶
町
民
税
非
課
税
世
帯

❷
生
活
保
護
受
給
者

▼
対
象
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
、
短
期
入
所

▼
軽
減
割
合

　

対
象
者
に
よ
っ
て
段
階
的
に
軽
減
割

合
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

　

保
険
課
ま
た
は
現
在
利
用
し
て
い
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
担
当
者
、

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
現
在
対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

る
人
も
、
認
定
の
有
効
期
限
は
６
月
30

日（
木
）ま
で
で
す
の
で
、
再
度
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
９
８
５
―
４
１
１
５

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担

軽
減

　

市
町
村
が
認
め
た
所
得
の
低
い
人
に

対
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
軽
減
し
ま
す
。

▼
対
象
者

A
次
の
全
て
を
満
た
す
人

❶
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税

❷
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万

円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

❸
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る

ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下❹
日
常
生
活
の
た
め
の
資
産
以
外
に
資

産
が
な
い

❺
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

❻
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

B
生
活
保
護
受
給
者

▼
対
象
サ
ー
ビ
ス　

　

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期
入
所

生
活
介
護
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど▼
軽
減
割
合

A
に
該
当
す
る
人

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
、
食
費
と
居
住

費（
滞
在
費
）

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者　

１
／
２

・
そ
れ
以
外
の
人　

１
／
４

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ

負
担
軽
減
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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松前消防署☎ 984―3404

　日本は、適度な雨に恵まれ、四季の変化に富んだ
国です。しかし、１カ月かかって降る量の雨が数日で
降ってしまう「集中豪雨」が発生することがあります。
集中豪雨は、浸水やがけ崩れなどを発生させ、私た
ちの生活や命を脅かす可能性がありますが、対策を
すれば被害を軽減できます。

集中豪雨から身を守るためのポイント
日頃の心掛け
1自宅周辺の排水溝などを点検して、詰まりがあった
　ら取り除く
2地下階への浸水に備える（仕切り板や土のうで浸水
　防止）
3松前町総合防災マップで避難場所と持ち出し品を
　確認する
天気の急変に備える
1天気予報から…雷注意報、大雨や洪水の警報・注
　意報が出ているとき、「大気の状態が不安定」など
　の表現があるときは注意する
2空の状態から…「急にまっ黒な雲が近付いてきた」
　「雷鳴が聞こえる」「稲光が見えた」などの場合は
　注意する
3川の状態から…「水かさが増えてきた」「濁ってきた」
　「流木が流れてきた」などの場合は注意する

豪雨時
1外では…浸水地や水の流れを避けて歩く。やむを
　得ず浸水地を歩く場合は、集団で行動し、傘、棒
　や枝などを利用して水深を確認しながら歩行する

消防署
だより 集中豪雨に備えよう

2屋内では…避難勧告や避難指示が発表されていな
　くても、地下階、過去に浸水被害のあった場所や
　河川の近くにいる場合、避難に時間がかかる場合
　は避難する。自宅から避難する場合はブレーカを
　切る

簡易水防工法の例
　これらの工法は、あくまで小規模な水災で水深の
浅い初期の段階で行うものです。危険を感じる前に
早めに避難しましょう。

長めの板などを使用し、出入
り口の浸水を防ぐ

例３  ポリタンクと
          レジャーシート

40 リットル程度の容量のごみ
袋を二重にして、半分の水を
入れて閉め、これを段ボール
に入れて連結して使用する

土を入れたプランターを、レ
ジャーシートで巻き込み使用
する

10 リットルまたは 20 リットル
のポリタンクに水を入れ、レ
ジャーシートで巻き込み、連
結して使用する

例１  ごみ袋による簡易水のう

例 4   止水板

例２  プランターと
　　 レジャーシート

地籍調査実施済地区

圃場整備地域（地籍調査除外地域）

H21、H22 現地調査実施地区

H23 現地調査実施地区

平成 23年度
地籍調査実施計画図

H21、22 現地調査実施地区

H21、22 現地調査実施地区

地籍調査実施済地区

地籍調査実施済地区

H23 現地調査実施地区

H23 現地調査実施地区

H21、22現地調査実施地区 

地
籍
調
査
実
施
中

平
成
23
年
度
は
西
古
泉
、
東
古
泉
、
北
川
原
、
筒
井
、
浜
、
北
黒
田
の
一
部
を
調
査
し
ま
す

◉
地
籍
調
査
と
は

　

土
地
に
関
す
る
戸
籍
調
査
と
も
い
う

べ
き
基
礎
的
な
調
査
で
す
。
現
在
、
法

務
局
に
保
管
さ
れ
て
い
る
登
記
簿
や

付
属
地
図
は
、
明
治
・
大
正
期
に
作
成

さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
土
地
の
実
態
を

正
確
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
調
査
を
行
い
、
登

記
簿
や
付
属
地
図
を
修
正
し
ま
す
。

①
所
在
、
地
番
、
地
目
と
境
界
の
調
査

②
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
所
有
者
の
表

示
に
関
す
る
確
認

③
境
界
の
測
量
と
面
積
の
測
定

◉
実
施
状
況

　

平
成
５
年
度
か
ら
地
籍
調
査
を
実

施
し
、
現
在
ま
で
に
上
図
■
色
の
地
区

の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
。
■
色
の
地

区
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
閲
覧
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
の
現
地
調
査

は
、
■
色
の「
西
古
泉
、
東
古
泉
、
北
川

原
、筒
井
の
一
部
地
区
」と「
筒
井
、浜
、

北
黒
田
の
一
部
地
区
」で
す
。

◉
土
地
所
有
者
へ
の
お
願
い

　

調
査
の
中
で
重
要
な
一
筆
地
調
査

は
、
土
地
所
有
者
に
現
地
で
境
界
を
確

認
し
て
も
ら
う
作
業
で
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
事
前
に
説

明
会
の
案
内
を
送
り
ま
す
の
で
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

問
産
業
課
国
土
調
査
係　

☎
９
８
５
―
４
１
２
７

ひまわりの苗を無料配布します

問総務課企画政策係　☎ 985-4103

　松前町の花「ひまわり」に親しんでもらうため、苗を無料配布します。

広報まさき 5 月号の消防署だよりに誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
（誤）第 7 分団の古野学さん　→　（正）第 6 分団の古野学さん

日時　6 月 9 日（木）　9 時～ 12 時
　　　なくなり次第終了します。

場所　松前公園老人広場

品種　グッドスマイル（草丈 40 ～ 50 センチ）

1 人 5 株までです。入れ物は各自でご用意ください。
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◦ 6 月の納税 ◦

納期限は 6 月 30 日木
◎納期限内にお納めください◎

人のうごき
（Ｈ 23.4.30 現在）

区分 人口 前月比

男 14,938  ＋ 41

女 16,382  －   9

合計 31,320  ＋ 32

世帯 12,864   ＋ 87

口座振替は 6 月 27 日月

町県民税　　　　　　　　  第 1 期・全期

町県民税・国民健康保険税（特別徴収分）6 月期分
は年金支給日に差し引き納付となります。

第
16
回
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
県
民
大
会

催 

し

　

松
前
町
の
ち
び
っ
こ
た
ち
、地
域
の
皆

さ
ん
、ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。一
緒

に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

Information　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Information

相 

談

電
話
相
談

子
ど
も
の
人
権
110
番

　

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権

問
題
に
関
す
る
電
話
相
談
の
受
付
時
間

を
延
長
し
ま
す
。

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職

員
が
応
じ
ま
す（
相
談
無
料
、
秘
密
厳

守
）。

▼
受
付
延
長
日
時　

①
６
月
27
日（
月
）
～
７
月
１
日（
金
）

　

８
時
30
分
～
19
時

②
７
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）

　

10
時
～
17
時

※
通
常
は
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

▼
電
話
番
号　

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
は
９
３
２
―
０
８
８
８
）

問
松
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
９
３
２
―
０
８
８
８

▼
日
時　

６
月
12
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
公
園
庭
球
場

▼
種
目　

一
般
男
子（
A
・
B
）
一
般

女
子

▼
参
加
資
格  

①
町
内
に
住
ん
で
い
る

人　

②
町
内
の
テ
ニ
ス
団
体
に
所
属
す

る
人

▼
締
め
切
り　

６
月
10
日（
金
）
16
時

▼
申
込
先　

松
前
公
園
体
育
館
事
務
所

問
松
前
体
育
協
会
事
務
局（
松
前
公
園

体
育
館
内
）　 

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

第
32
回

松
前
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

募 

集

航
空
学
生

▼
応
募
資
格　

高
卒（
見
込
含
む
）
以

上
21
歳
未
満（
24
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
締
め
切
り　

９
月
９
日（
金
）

▼
試
験
日　

９
月
23
日（
金
） 

一
般
曹
候
補
生

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

（
24
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
締
め
切
り　

９
月
９
日（
金
）

▼
試
験
日　

９
月
17
日（
土
） 

自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

（
24
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
締
め
切
り　

９
月
９
日（
金
）

▼
試
験
日　

９
月
17
日（
土
） 

※
男
子
の
募
集
て
は
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

【
自
衛
隊
説
明
会
】

▼
内
容　

自
衛
隊
の
仕
事
や
採
用
試
験

の
説
明
、
質
疑
応
答

▼
日
時　

７
月
７
日（
木
）13
～
16
時

▼
場
所　

松
前
町
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

問
自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

☎
９
４
７
―
３
０
４
０

自
衛
官

松
前
町
軟
式
野
球
大
会

▼
日
時　

７
月
９
日（
土
）、
10
日（
日
）

９
時
～

▼
予
備
日　

７
月
16
日（
土
）、
17
日

（
日
）

▼
場
所　

松
前
公
園
多
目
的
広
場
ほ
か

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

※
現
役
社
会
人
野
球
選
手
は
除
く
。

▼
締
め
切
り　

６
月
17
日（
金
）
17
時

▼
代
表
者
会　

７
月
１
日（
金
）
19
時

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階　

第
１

研
修
室

▼
申
込
先　

松
前
公
園
体
育
館
、
松
前

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
東
・
西
・
北
公

民
館

問
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係（
松
前
公

園
体
育
館
内
）

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

ま
さ
き
・
ふ
る
し
ろ

ふ
れ
あ
い
広
場

■義援金詐欺　

・ 自治体職員をかたる「募金
活動」

・ 貴金属を売ってほしい

・ 北海道産のカニを半額で買
わないか

消費力アップ通信

　東日本大震災に便乗した「点検商法」や、公的機関やボランティア
を装った「かたり商法」といった悪質商法、「義援金詐欺」などの相
談が、国民生活センターや全国の消費生活センターに寄せられてい
ます。十分にご注意ください。

◉被害にあいそうなとき、あったときはすぐ相談を。
　消費生活相談窓口（産業課内）☎ 985-4120　
　消費者ホットライン ☎ 0570-064-370

毎週火曜日は専門の相談員が対応します。

■悪質商法　

・ 屋根瓦の点検、屋根工事の訪問販売

・ 自治体職員をかたる「リサイクル商
品収集」

・ 水の電話勧誘

・ 補助金が出ると勧誘する「住宅リフ
ォーム工事」

▼
公
売
財
産　

土
地（
宅
地
）１
４
２
．
１
５
㎡

建
物（
居
宅
）　 
５
０
．５
１
㎡（
１
階
）

　
　
　
　
　
　

 
４
３
．８
８
㎡（
２
階
）

▼
財
産
所
在
地　

松
前
町
大
字
浜

▼
日
時　

６
月
30
日（
木
）13
時
～

▼
場
所　

愛
媛
県
水
産
会
館　

５
階
研

修
室

※
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
必
ず
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

☎
９
１
３
―
５
８
０
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:w
w

w
.ehim

e-kikou.jp

▼
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
の
安
藤
哲
也

氏
の
講
演
な
ど

▼
日
時　

６
月
21
日（
火
）
13
～
15
時

40
分

▼
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
サ
ブ
ホ
ー
ル

▼
申
し
込
み　

は
が
き
、電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
託
児
希
望
の
場
合
は
６
月
３
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
必
要

▼
申
込
先　

〒
７
９
０
―
８
５
７
０

松
山
市
一
番
町
４
丁
目
４
―
２

県
男
女
共
同
参
画
課
事
業
係

☎
９
１
２
―
２
３
３
２

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
１
２
―
２
４
４
４

Ｅ
メ
ー
ル

danjokyodo@
pref.ehim

e.jp

▼
日
時　

６
月
11
日（
土
）　

10
時
～
11

時
30
分

▼
場
所　

松
前
公
園
体
育
館

▼
内
容　

親
子
で
一
緒
に
遊
ぼ
う

▼
講
師　

 

愛
媛
県
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
協
会

副
理
事　

松
山
市
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
協
会
会

長　

井
門
恵
理
子
先
生

問
松
前
幼
稚
園　

☎
９
８
４
―
１
４
５
６

　

古
城
幼
稚
園

☎
９
８
４
―
２
３
５
４

お
知
ら
せ

差
押
え
不
動
産
の
公
売

　春から夏にかけて色鮮やかで美しい大きな花を咲かせる「けし」。ガーデ
ニングや切り花用として人気がありますが、植えてはいけない種類があり
ます。また、「大麻草」は昔から「あさ」と呼ばれ、繊維や種子をとるため
に栽培されていましたが、麻薬成分を含むため、一般には栽培が禁止され
ています。植えてはいけない「けし」や「大麻草」を栽培することのない
よう十分注意しましょう。
　見分け方が分からないときや、植えてはいけない「けし」や「大麻草」
を見かけたときはご連絡ください。

震災に便乗した「悪徳商法」や
「詐欺」に注意！

5 月 1 日 ~6 月 30 日　大麻・けし撲滅運動実施中

植えてはいけない「けし」「大麻草」にご注意

■「大麻草」の特徴
草全体に独特の青くさみ
茎は太く緑色で、浅いスジが通り、まっすぐ
葉は３～９枚の小葉が集まって、手のひらのような形
成長が早く、大きいものは草丈が３ｍにもなるが、種
子をつけた後は枯れる　

問松山保健所企画課医療対策係　☎ 909―8755（内線 257）

■植えてはいけない「けし」の特徴
茎に毛がない
葉が茎を包み込んでいる
葉のふちの切れ込みが浅い
葉がロウ質をおび白っぽい
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公共施設か　らのお便り

図
書館

松
前
町
ふ
る
さ
と

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

筒
井
６
３
３

☎
９
８
５

－

４
１
４
０

包
括支援

松
前
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

筒
井
７
１
０

－

１

☎
９
８
５

－

４
２
０
５

原子炉時限爆弾
広瀬隆著 / ダイヤモンド社

人生の終いじたく
中村メイコ著 / 青春出版社

お焼香はいい男順。墓参りは来なく
て結構…。中村メイコが家族や友人
はもちろん、大好きな家具・着物・
街にまで「最後の言葉」を綴る。希
望と笑いのあふれる遺言状。

ゴールデン・バスケットホテル
ルドウィッヒ・ベーメルマンス作／
江國香織訳／ＢＬ出版

お父さんに連れられ、ベルギーの古
都のホテルにやってきたセレスとメ
リサンド。二人のまわりで起こるゆ
かいなできごととは…。「マドレーヌ」
シリーズの作者がおくる珠玉の物語。

時の迷路
香川元太郎作・絵／ＰＨＰ研究所

迷路をぬけて、いろんな時代を旅しよ
う。謎をとき、かくされた絵を見つけよ
う。恐竜時代から縄文、弥生、江戸時
代へ。歴史を迷路で旅するユニークな
絵本。楽しみながら歴史が好きになる。

世界各地で頻発する大地震は何の予
兆なのか？　クリーンエネルギーとし
て推進されている原発は本当に安全
か？　「原発震災」がもたらす日本壊
滅の危機に警告を発する。

児童書

一般書 一般書

絵本

西
公民館

北
黒
田
９
６
６
―
２

☎
９
８
４

－

５
３
１
３

東
公民館

神
崎
２
１
０

☎
９
８
４

－

１
１
５
９

北
公民館

昌
農
内
４
５
６
―
１

☎
９
８
４

－

７
５
２
９

４
月
26
日
、
平
成
23
年
度
の
分
館
役
員
・
愛
護
部

役
員
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
年
度
の
初
め

に
行
う
各
分
館
等
の
新
体
制
の
役
員
さ
ん
へ
の
研
修
で

す
。
今
回
は
講
師
に
中
予
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
の

須
之
内
靖
彦
先
生
を
お
迎
え
し
、『
分
館
活
動
の
在
り

方
～
今
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
』
と
題
し
て

お
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
社
会
風
刺
の
川
柳
（
例:

買
っ
た
だ
け 

い
つ
も
忘
れ
る 

エ
コ
バ
ッ
グ
）
か
ら
現
代
社
会
の
問

題
点
を
読
み
取
り
、
そ
れ
に
対
し
て
公
民
館
が
果
た
す

べ
き
役
割
や
、
愛
護
部
が
抱
え
る
悩
み
の
解
決
方
法
を

考
え
る
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
有
意
義
な
内
容
で
し

た
。
分
館
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

春
の
運
動
会

分
館
役
員
・

愛
護
部
役
員
研
修
会

　

北
伊
予
校
区
で
は
、
春
に
運
動
会
が
多
く
の
分
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
４
月
は
、
17
日
の
中
川
原
分
館
を
か

わ
き
り
に
、
３
地
区
の
分
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
入
れ
競
争
や
板
の
上
の
ボ
ー
ル
運
び
な
ど
、
競
技

の
中
身
は
各
地
区
で
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
共
通
し
て

言
え
る
こ
と
は
、
子
ど
も
、
親
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

ん
ち
ゃ
ん
の
三
世
代
が
交
流
を
深
め
ら
れ
る
趣
向
を
凝

ら
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

春
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
大
人
も
子
ど
も
も
み

ん
な
一
丸
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な
が

ら
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

せ
た
１
日
で
し
た
。

　

春
の
運
動
会
は
、
５
月
中
旬
ま
で
多
く
の
分
館
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

４
月
20
日
、
松
前
校
区
愛
護
部
連
絡
協
議
会
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
年
間
５
回
の
理
事
会
を

開
い
て
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
内
容
の
検
討
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
７
月
ま
で
の
行
事
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
し
ま
し
た
。

　

話
題
の
中
心
は
、
子
ど
も
た
ち
が
最
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
キ
ャ
ン
プ
の
計
画
。
５
月
21
日
に
は
現
地
下

見
。
７
月
10
日
に
は
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
全
員
に
よ
る
事

前
学
習
会
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
７
月
23
日
か
ら
は
１

泊
２
日
で
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
す
。
行
き
先
は
お
楽
し

み
に
。

　

愛
護
部
役
員
一
同
は
、
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
行
事
、
学
習
会
な
ど
へ
の
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

松
前
校
区
愛
護
部

連
絡
協
議
会
理
事
会

6
月
の
新
刊

◆
心
を
整
え
る
。
／
長
谷
部　

誠

◆
京
都
嵐
電
殺
人
事
件
／
西
村　

京
太
郎

◆
ち
ょ
ち
ょ
ら
／
畠
中　

恵

◆
県
庁
お
も
て
な
し
課
／
有
川　

浩

◆
箱
庭
図
書
館
／
乙
一

◆
花
物
語
／
西
尾　

維
新

◆
三
姉
妹
殺
人
事
件
／
赤
川　

次
郎

◆
コ
ー
ラ
ル
城
の
平
穏
な
日
々
／
茅
田　

砂
胡

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

日時　　6 月 25 日㊏　11 時
場所　　文化センター２階
　　　　第２研修室
絵本や紙しばい、パネルシアターなど
を使って毎回楽しいおはなしをします。
皆さん、ぜひ来てみてください。

6 月のふるさとライブラリー

○開館時間　9 時 30 分～ 19 時
○休館日　　6 月 30 日㊍

おはなしかい

ど
ん
な
靴
が
お
好
き
で
す
か
？

　

外
出
す
る
時
は
、
服
装
や
目
的
に
合
っ
た
、
好
み
の

靴
を
選
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
靴
は
あ
な
た
の
足
に

合
っ
て
い
ま
す
か
？　

靴
が
合
っ
て
い
な
い
と
、
わ
ず

か
な
段
差
に
つ
ま
ず
き
、
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
歩
き
方

に
な
っ
て
き
ま
す
。

・
姿
勢
が
前
か
が
み
に
な
る

・
つ
ま
先
が
あ
が
ら
ず
、
ず
り
足
に
な
る

・
歩
幅
が
狭
く
な
り
、
足
を
踏
み
出
せ
ず
不
安
定
に
な
る

・
腕
振
り
を
し
な
く
な
る

・
重
心
が
前
方
の
た
め
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く

な
る

◆
転
倒
し
に
く
い
靴
選
び
の
ポ
イ
ン
ト

①
靴
底
が
適
度
に
柔
ら
か
く
、
接
地
面
積
が
広
く
て
滑

　

り
に
く
い
も
の

②
爪
先
が
お
さ
ま
る
部
分
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て

　

締
め
付
け
て
い
な
い
も
の

③
爪
先
が
や
や
上
方
に
反
っ
て
い
る
も
の

④
足
あ
た
り
の
柔
ら
か
い
素
材
で
、
つ
く
り
が
し
っ
か  

　

り
し
て
い
る
も
の

⑤
か
か
と
は
柔
ら
か
く
、
つ
ぶ
れ
に
く
い
も
の

　

自
分
の
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
面
に
加
え
て
、
自

分
に
合
っ
た
靴
で
外
出
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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おうちで給食

ジャガイモといかのピリ辛炒め
recipe

33

１歳です。よろしくね

Smile &  Smile       

頑張る子どもたちを紹介します

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

Boys&Girls,Be Ambitious!

問　松前史談会（鷲野）☎ 984-5439

73

正藤　大夢 くん
北黒田
平成 22 年 6 月 19 日生

（父）孝一さん
（母）由起さん

１歳おめでとう！
元気に育ってね。

　県道 22 号（伊予松山港線）は、松前の人が三津・高
浜港へ行くときに利用するおなじみの道。生石地区（松
山市西南部）は、この県道 22 号と県道 219 号（砥部・
伊予・松山線）に沿って、松山空港と大加賀の間にある。
古くから生石八幡神社を中心に栄え、江戸時代からの建
物・史跡・物語も多く残る。昔は、石手川・小野川が吉
田の浜に直接流れ込んでいた。今も、岩

い わ ぜ き

堰で分流した御
み

手
た ら い

洗川が大
だ い

法
ほ う

寺
じ

川と名を変え（松山城の北回り）、新立
で分流した中の川（南回り）と合流して宮前川となり三
津へ。
　温泉郡生石村（北吉田・南吉田・富久・久保田・高岡）は、
美しい自然と水に恵まれた豊かな地区であった。現在も、
松山空港（昭和 16 年に海軍航空隊の基地として建設）・
大松山港に接する大切な場所である。「ふるさと見て歩
き―生石の文化、史跡―」（松山市生石公民館）の資料
を片手に、垣生を過ぎ南吉田に入る。
①海軍航空隊基地の掩

え ん た い ご う

体壕（戦闘機の格納庫）
②「吉

よ し

田
だ

挿
さ し も も

桃の里」として知られた地区
を見て北吉田に向かうが、詳細と続きは次号に。

垣生山城跡と生
しょうせき

石地区を訪ねる

◦ 材料 ◦　（4 人分）

新ジャガイモ………中 2 個
揚 げ 油 ……………… 適 量
い か …………………100g
タ マ ネ ギ ………………1/2
し ょう が …………… 少 々
サ ラ ダ 油 ……… 小 さじ 1
ケチャップ…………大さじ1
豆板醤…………………少々
濃口しょうゆ…小さじ 1/2
酒………………小さじ 1/2
上白糖…………小さじ 1/2

6 月 11 日（土）のふるさと歴史散歩は、「上高柳 1 番地」
を訪ねる。8 時 30 分、松前庁舎南駐車場に集合。現地（グ
リーンハウスシオン）合流も歓迎。

◦ 作り方 ◦

１ 新ジャガイモ・いかは１×１× 5 センチくらいの拍子木切り、玉ねぎはせん
切り、しょうがはみじん切りにする。

3 フライパンにサラダ油を熱し、しょうが・タマ
ネギをしんなりするまで炒め、いかを加える。

 Point 
◦旬の新ジャガイモを使っ
た、お弁当のおかずにもお
すすめの料理です。
◦豆板 醤 の量を加減して、
お好みの辛さに調節してく
ださい。

1掩体壕の正面
今は畑の中に倉庫として数基残
るだけである。全長 20 メートル
ほど。
2挿桃神社
地区のシンボルの一つ。ももや
ま幼稚園を通り抜けて参拝する。

1

2

Ａ

2 新ジャガイモを素揚げする。

4 いかに火が通ったら、調味料Ａを加える。

5 2をさっと混ぜ合わせて、火を止める。

背景が明るい横長の写真（デジタルデ
ータも可）を持参してください。
＊先着 6 人です。

募集期間　6 月 1 日㊌～ 6 月 15 日㊌

▼総務課広報情報係　☎ 985-4132

8 月に１歳になるお子さん募集

岡田小学校 3 年生の池内健人くん。週 3 回の
松前柔道会の練習で、柔道の技と心を鍛えてい
ます。

5 月 1 日に愛媛県武道館で開催された「ＮＨＫ
放送局長杯　第 38 回愛媛県少年柔道錬成大会」
では、ベスト８に入りました。

柔道を始めたのは 3 歳の時。「最初は友達も
いっぱいできて、柔道って楽しいことばかりだな」
と思っていました。6 年経って、「今は試合で負け
るとすごく悔しい。もっともっと練習して強くなり
たい」と意欲を見せます。最初は左もちでやって
いたけど、今は右もちを練習中です。「少しずつ
できるようになってきたので、いつかは両方で攻
められるようになりたい」とも。　

健人くんの得意技は、体落としです。素早い身
のこなしと積極的な攻撃で一本を取りに行きま
す。「まだ大会で金メダルを取ったことがありませ
ん。たくさん練習して、絶対金メダルを取りたい
です。夢はオリンピックに出ることです」と力強
く答えてくれました。

梅雨の季節になりました。家庭で食中
毒を防ぐために…

食品は新鮮なものを選ぶ
・期限表示や保存方法をよく確認して、食
品を購入しましょう。

魚、肉、卵は、しっかりと火を通す
・半生状態は菌を繁殖させます。

調理したものは早く食べる
・食べ残しを放置しないようにしましょう。
・冷蔵庫で保管し、食べる前にもう一度加
熱しましょう。

手はせっけんを使ってていねいに洗う
・外から帰った時、トイレの後、調理の前、

食事の前には、必ず手洗いをしましょう。

ふきん、まな板などを消毒する
・日光消毒、煮沸消毒、塩素・アルコール
消毒など、定期的にしましょう。

家の中も清潔にする
・天気の良い日は窓を開け、空気の入れ替

えをしましょう。

柔道で金メダルを目指す

池内　健人 くん  岡田小 3 年・昌農内
Ikeuchi  Kento

・
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豆
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■松前町ホームページアドレス　http://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/i/
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▼
編
集
後
記

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
被

災
地
の
皆
さ
ん
は
、
復
興
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
、
全
国
の
広
報
担
当

者
た
ち
が
そ
ん
な
被
災
地
の

皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
、
復

興
の
力
に
し
て
も
ら
お
う
と

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。「
プ

ラ
ウ
ド
！
ジ
ャ
パ
ン
」（
誇
り

高
き
日
本
）。

誰
で
も
何
か

で
き
る
こ
と

が
あ
る
は
ず

で
す
。　
　
　
　
　

  （
高
橋
）

　

青
空
の
下
、
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
の
芋
づ
る
植
え
を

取
材
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
畑
で
種
芋
を
植
え
た
後
、

高
校
生
の
お
姉
さ
ん
と
保
育

所
の
グ
ラ
ン
ド
で
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
畑
で
土
を
さ
わ
り
、

作
物
を
育
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
土
の
上
で
力
い
っ
ぱ
い
遊

び
、
お
家
に
帰
る
。
そ
の
ど
れ

も
が
、
当
り
前
で
幸
せ
な
光

景
で
あ
り
、
そ
の
ど
れ
も
が
、

今
被
災
地
で
は
当
た
り
前
に

で
き
ま
せ
ん
。
今
何
を
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。
今
月
の
防
災

特
集
、
必
読
で
す
。　
（
松
田
）

ってこーわい

　　ってこーわい
行

会 No. 33

「義農まんじゅうの会」
義農作兵衛の遺徳をしのび
伝統の味を作り続ける

　麦味噌の芳しい香りと素朴な風味の「義農
まんじゅう」。「郷土が誇る義農作兵衛の優し
い心を後世に伝えたい」という想いから、生
活改善グループが工夫を重ねて、完成させた
おまんじゅうです。かつては文化祭や夏祭り
で販売されていましたが、現在では毎年 4
月 23 日に開かれる「義農祭」でだけ販売さ
れています。作っているのは「義農まんじゅう
の会」。2,200 個を前日の1日で作り上げます。
　会員のほとんどは義農まんじゅう考案当初
から関わっているベテラン。「もう慣れたもん
よ」という皆さんの言葉通り、粉をふるって、
生地を練って、あんこを入れて、並べて蒸し
て、「ぎのう」の焼印を入れて、最後はパック
に詰めて…。段取り良く繰り返し作業が進ん
でいきます。
　代表の山田貞子さんは「1 年に 1 回だけの
活動でさみしいです。スタートは約 30 年前。
義農作兵衛の優しい心を伝えていきたくて
作ったものです。これからも、義農精神もこ
の味もずっと後世に伝えていきたいので、若
い人にも協力してもらえれば」と願いを込め
ます。

１

１.　麦味噌の入った生地で
あんをくるみ、一つ一つ心を
込めて丸めていく
２．4 月 22 日は、11 人で力
を合わせて 2,200 個の義農ま
んじゅうを作りました

２

１

作りませんか？住基カード

平成 24 年 3 月 31 日まで
発行手数料 500 円が無料！

（公的個人認証希望の場合は 500 円必要）

問町民課住民係 ☎ 985-4105


